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PC-904の 各種感 染症に対す る臨床効果
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PC-904は 広範囲の抗 菌スベ ク トルをもつ半合成ペ ニ

シリソであり,グ ラム陽性,陰 性菌に作用す るが,と く

にin vitroの 感受性試験に よれば,変 形菌,緑 膿菌に

も抗菌力をもつことが特徴 としてあげ られ ている。

今回,わ れわれ はPC-904を 内科領域における各種感

染症に静注投与 によ り,そ の臨床 効果お よび細菌学的効

果と肝機能,腎 機能に及ぼす影響や副作用 について検討

したので,そ の結果を報告す る。

1.方 法

患者は徳島大学第3内 科お よび関連病院の入院患者13

例を対象とした。年齢は56歳 か ら83歳 と高年齢者が多

く,感染症の種類は,呼 吸器感染症 では肺炎お よび気管

支肺炎4例,そ の他2例,計6例 で,尿 路感染症は腎孟

腎炎1例,慢 性膀胱炎6例,計7例 である。基礎疾患の

有無や種類に関係な くat randomに 選 んで本剤を投与

した。

本剤投与前にPC-904を 用いた皮 内反応を施行 し,す

べて即時型皮内反応陰性であった。

投与方法および投与期 間は大部分 の例で,1回19朝

夕2回,計1日29を250mlの 生理食塩水に溶解 し点

滴静注により投与 した。投与期間 は,3日 か ら21日 ま

で種々であ り,ま た投与中に2例 では20mlの 生食に本

剤を溶解 してone shot静 注 も行なっている。

効果の判定は細菌学的検査 お よび臨床症状の改善の程

度により,著 効,有 効,無 効の3段 階で行な った。副作

用については,ア レルギ ー反応 の有無,肝 機能(GOT,

GPT,A1-P),腎 機能 ではBUNを 指標 に して,PC-904

投与前後で測定 し,.本剤 との関連性 について検討 した。

II.成 績

PC-904の 投与例 の成績をTable1に 示す。感染 症13

例中,著 効1例,有 効8例,無 効4例 で,有 効率は69。2

%で ある。呼吸器感染症 と尿路感染症で は,有 効率にお

いて著しい差違は認め られ なかった。

細菌学的には呼吸器感染症では主 としてグラム陽性球

菌で黄色 ブ ドウ球菌,表 皮 ブ ドウ球菌が分離 さ れ て い

る。 尿路感染症では,7例 中6例 がグ ラ ム 陰 性 桿 菌

(GNB)で,そ の うち緑膿菌の検出 された ものが2例,そ

の他 は大腸菌,変 形菌,ク レブシエ ラである。

投与量は1日29で 点滴静注に よったが,投 与期間は

有効例ではほ とん どの例で5日 以上投与 してい る。

今回の対象患者は,全 例何 らがの基 礎疾患を有 してい

た。すなわち,気 管支拡張症1例 肺結核2例;糖 尿病

2例,脳 血管障害2例,悪 性疾患 としては骨髄腫2例,

肺癌2例,胃 癌,直 腸 癌の術後各1例 と全症例 の半数を

悪性疾患が 占めている。

つ ぎに有効例の経過 を示す(Fig.1)。

症例1Y.I.64歳,Male,Pneumonia,Bronchi-

ectasia

10年 来,気 管支拡張症に感 染を反復 してい る が,約

100mlの 膿性疾が続いている。昭和52年1月 か ら咳蹴

が強 くな り,喀 痰量の増加,全 身衰弱が認め られる よう

になった。外来通院にて抗菌 剤の経 口投与に よる治療 を

行なったが,改 善が見 られず,入 院後,PC-904に よる

治療を開始 した。1日29を 朝夕20mlの 生食に溶解 し

て投与 し,4日 目か ら点滴静注 に変更 し,計16日 間投

与 した。喀痰量 は3日 目で95mlか ら40mlと 約半量に

減少 し,そ の後10ml以 下 と改善 が見 られ,胸 部X線 上

の肺炎像 も認 められな くなった。喀痰 か らは黄色 ブ ドウ

球菌が分離 され,投 与期間中消失 しなかった。本剤投与

前後でGOT,GPT,A1-P,BUNを 測定したが,異 常な変

動は見 られなかった。

本例 ではoneshot静 注時 に最高24mmHgの 血圧低

下があったが,自 覚的には気分が良 くなる程度で,他 覚

的 に血圧低下 による症状 も認め られず,静 注 にて3日 間

その後点滴静注 に よって投与を続行 し得 た。

この例 では細菌学的には菌 の消失が認め られ なかった

が,長 期にわたって経 口で抗菌剤の投与 を受 けてお り,

起炎菌は ブ ドウ球菌以外 のGNBも 考 え られ るが,臨 床
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Table 1 Clinical results of PC-904

Fig.1. Case 1. Y. I., 64yr. M Pneumonia, Bronchiectasia

的には著効 を示 した例である。

III.副 作 用

PC-904の 皮内反応陰性者 に本剤を投与 した が,全 例

投与 中の過敏性反応は認め られなか った。,

また,本 剤投与前後で肝機能 につ いてはGOT,GPT,

Al-P,腎 機能はBUNを 測定し比較 したが,こ れ らの異

常な上昇は認めていない(Table2)。 症例2に お い て

GOTが23KUか ら48KUと 軽度上 昇したが,投 与終了

後12月 目には40KUと 正常化 してい る。

症例 、1においては,有 効例であるが,oneshot静 注

時 に血圧 の変動が見 られた。 すなわ ち,20mlの 生食に

PC-90419を 溶解 して投与 し た が,投 与前後の血圧測

定では8,18,24,16mmHgと 最高24mmHgの 低下を

見た。 しか し,自 覚的 にも他覚的 に も脈 搏数の増加や,

その他の ショック症状 は認め られ な か っ た。計6回 の

one shot静 注後250mlの 電解質液 にPC-9041gを 溶

解 して13日 間投与 したが,投 与前 後 で6～20mmHg

の血圧変動が見 られた傷対照 とした生食20mlの 投与で
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Table 2 Laboratory findings of PC-904

は血圧の変動はなかった 。しかし,CEZ29を20mlの 生

館 溶解 して投与した場合既,8～22mmHgの 血圧低

下があ り,本 例では慢性呼吸器疾患 自体に関係 した もの

かもしれない。PC-904,CEZと もに投与終 了後 は速やか

に血圧は回復 している。今後,投 与直後 のEKGに よる

検討や,心 疾患に合併 した感染症において検 討す る必要

があろう。他の12例 では,点 滴お よびone shot静 注

においても血圧の変動はなかった。

その他,症 例3に おいて投与中の熱感を訴 えた。 この

例では計279を 投与 してい るが,2週 間 目に発現 してい

る。また,こ の時点での白血球 分類 では,好 中球が12%

と減少してお り,逆 に リンパ球86%(異 型 リンパ11%)

と増加している。 この末梢血検査 の3日 前に発熱が見 ら

れてお り,ウ ィル ス感染症 も考 えられ,PC-904と の関

係は不明である。 この白血球 の変動は2週 間後の測定で

は正常化している。

IV.考 察

PC-904は 広域抗生物 質であ り,グ ラム陽性菌お よび

グラム陰性菌に抗菌力を もち,in viteoの 感受性試験で

は,変 形菌,緑 膿菌に も抗菌 力を示す ことが報告 されて

い る1),2)。わ れわれは内科領域 での種 々の感染 症に投与

し,臨 床効果 を検討 した ところ,約70%の 有効率であ

った。

緑膿菌による尿路感 染症 では2例 の うち1例 が臨 床的

に改善が見 られ,尿 中の緑膿菌が消失 し,ク レプ シエラ

に菌交代している。尿路感染症 の起炎菌は,緑 膿菌を含 め

て7例 中6例 がGNBで あ った。慢性感染症では,GNB

感染症が多 く,抗 菌 スペ ク トルの広い本剤は有効 である

と考え られ る。

呼吸器感染症においては,起 炎菌 の決定が しばしば困

難である。今回の症例において,GNB,グ ラム陽性球菌

が検出され ているが,投 与 中菌交代の見 られ るものが多

い。 また,黄 色ブ ドウ球菌が 本剤投与中に出現あるいは

持続 して検 出された例が3例 あ り,細 菌学的 には無効で

あるが,尿 路感染を含めて臨床的には有効な例が ほとん

どであ り,起 炎菌の決定 は慎重 に行な う必要が ある,

基 礎疾患 の種類に より,化 学療法の効果 に違いが見 ら

れる。悪性疾患4例 に合併 した感染症 では,3例 がGNB

感染症 であ り,1例 に効果が見 られたにす ぎない。 とく

に骨髄腫に合併 した 尿路感染症では2例 とも無効であ っ

た。 このような悪性疾患に合併す る感染症が難治性であ

ることに関 して,多 くの報告がなされ てい る。

本剤投与 例では,全 例何 らかの疾患 を有 してい るが,

気管支拡張 症,糖 尿病,肺 結核,脳 血管障害な どに合併

した感染症 では,本 剤投与に よ り改善が見 られてお り、

悪性腫 瘍や,白 血病に合併 した感染症へ の効果が今後 の

問題であろ う。

投与量,投 与法については今回はすべて点滴静注であ

り,2例 はone shot静 注を併 用してい る。症例数が少

ないので,one shot静 注の有効性を論ず ることは で き

ないが,心 疾患や浮腫の出現時 にはone shot静 注が有

用であろ う。われわれの症 例では,1例 に0neshot静

注時に血圧低下が認められ てい る。緩徐に静注する こと

に,より,3日 間計6回 の投与が可能であ った。注射終 了

後は速やかに血 圧の回復が見 られてい る。なお,今 後,

心電図に よる検 討 も必要 であろ う。
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副作用 については,血 圧 の低 下,熱 感,GOTの 軽度

上 昇が,各1例 に見 られたが,そ の他は肝機能,腎 機能

に異常は見 られなかった。 また,発 疹,好 酸 球増多な ど

ア レルギー反応は認めなか った。

V.ま と め

1)内 科領域におけ る各種感染症 にPC-904を 投与 し

13例 中9例 が著効 ない し有効であ り,有 効率69,2%で

あった。

2)副 作用 としては血圧低下1例,GOTの 軽度上昇

1例,隙 注時の熱感1例,計3例 に認め られたが,投 与終

了後回復 している。 その他の ア レルギー反応や肝機能,

腎機能には興常は認め られ なか った。

文 献

1) NOGUCHI, H.; Y. EDA, H. TOBIKI, T. NAKAGO-

ME, & T.  KOMATSU: PC-904, a novel broad-

spectrum semisynthetic penicillin with marked

antipseudomonal activity; microbiological eva-

luation. Antimicr. Agents & Chemoth. 9; 262

•`273, 1976

2) 塩 田憲 三: 第25回 日本 化 学療 法学 会総 会. 新 薬

シ ソポ ジ ウムII, PC-904, 1977

STUDIES ON PC-904
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PC-904 was administered intravenously at a dose of 2g daily to the patients with various bacterial
infections and clinical effect was estimated. Clinical effect was noted in 9 of 13 patients and not in 4
patients with malignant underlying disease. When liver functions and kidney functions were measured
after PC-904 administration, one patient had a slight elevation of transaminase (s-GOT), but after
the administration, the enzyme level became normal. Another patient had depression of blood pressure
soon after injection without any adverse signs of shock. The third patient felt hot during the PC-904
injection. No side effect was noticed on other patients.


